
令和7年度 東京都小児等在宅移行研修事業

多職種合同研修

主催：東京都保健医療局 医療政策部救急災害医療課
実施団体：公益財団法人 総合健康推進財団

１．開催日時
 令和8年2月4日（水）10：00 ～ 16：30
 令和8年2月5日（木）10：00 ～ 16：40

2．申込フォーム
 右記の二次元コードのページ内「申込はこちらから」

ボタンよりお申込みください。
 URL：https://soukensui.jp/pages/320/
 募集期間：11月17日（月）～12月19日（金）

3．参加費
 無料

4．対象者
 周産期母子医療センター、周産期連携病院、区市町村及び都の職員等

5．定員
 100名程度
 （定員に達した場合、募集期間内に募集を締め切る場合がございます）

6．会場
 名称：ハイライフプラザいたばし
 所在地：東京都板橋区板橋1-55-16
 交通機関：JR埼京線板橋駅 徒歩1分
   都営三田線 新板橋駅 徒歩3分
   東武東上線 下板橋駅 徒歩7分
 ※教室内での飲食可。
 ※自転車・バイクの駐輪場あり
 ※車での来場不可（駐車場はありません）

7．研修目的
 NICU・PICU等入院児の在宅療養への円滑な移行を促進させるために、
 NICU・PICU等入院児の在宅移行を担う人材と、移行後に必要な
 医療・保健・福祉サービスを担う人材の育成。

裏面に続きます

https://soukensui.jp/pages/320/


8．到達目標

 ①入院中の療養の様子と在宅移行後の生活の様子をイメージできる。

 ②NICU入院児の家族の思いを理解できる。

 ③在宅移行を円滑にするための多職種連携が実施できる。

9．講師

 岡崎 薫  都立小児総合医療センター

 國島 美穂  昭和医科大学江東豊洲病院

 永沢 文子  杉並区障害者施策課

 梶原 厚子  株式会社スペースなる

 甲斐 智子  島田療育センターはちおうじ

 小林 さとみ リトルベビーサークル「ポコアポコ」

 白井 真由子 都立小児総合医療センター

 高妻 由香里 都立小児総合医療センター

 近藤 雅楽子 都立墨東病院

 鈴木 満喜子 都立墨東病院

 浦島 あゆみ 都立大塚病院

10．研修内容

 【講義】

 ・日本の新生児医療とNICU入院児の現状

 ・NICU入院児の看護と家族支援

 ・在宅移行後の地域支援 ～行政からできること～

 ・在宅移行後の地域支援 ～在宅看護でできること～

 ・在宅移行後の地域支援 ～療育からできること～

 ・退院支援、在宅移行への準備 ～「多職種連携」と「家族、家庭環境」～

 ・家族の思い

 ・退院カンファレンスについて（模擬カンファレンス）

 【グループワーク】

 ・自施設の在宅移行、在宅療養支援（事前課題※）

 ※事前課題として、自施設の現状、課題をまとめ（A4用紙1枚程度）

 演習で意見交換

11．本研修に関する問合せ先

 公益財団法人 総合健康推進財団

 小児等在宅移行研修 研修事務局

 TEL：03-6262-7131（9：00～17：00、土日祝除く）

 MAIL：syoni-zaitaku@soukensui.or.jp

            以上
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